
唾液検査用試験紙 LDH test NAGATA
LDH test NAGATA は、 唾液中に含まれる乳酸脱水素酵素 (LDH) の活性を測定するための試験紙です。

【使用方法】

LDH は細胞の中にあり、 歯周病など、 口の粘膜に炎症が起こると唾液の中に出てきます。 一般に歯肉の炎症が重症
であるほど比色表の数値が大きくなり、 歯肉炎の可能性がありますので、 歯周病の保健指導に有用です。
　　本製品は体外診断用医薬品ではありませんので、 歯周病を判定するものではありません。 一般に比色表の数値が
1 ～ 3 では歯肉にほとんど炎症が見られない可能性が高く、 8 以上では歯肉に炎症がある可能性が高いという目安に
なります。 歯肉に炎症がなくても口内炎や口の中の粘膜に傷などがある場合は比色表の数値が高くなることがあります。

【留意事項】
1. 窓際など明るすぎる場所は避け、 普通の明るさ (600 ルクス程度 ) の室内で使用ください。
2. 20℃～ 30℃の室温で使用ください。 試験紙が冷たい時は常温に戻してから使用ください。
3. 発色部は唾液に充分浸してください。 また、 発色部を強く擦りつけたり、 余分な唾液を紙等で除去したりすると、
　　 発色成分が取れて判定に誤差を生じることがあります。
4. 60 秒以上放置すると、 発色反応が進み、 正しい結果を得られません。
5. 測定の 30 分前から飲食はしないでください。
6. ブラッシングをした場合、 1 時間以上時間をおいて唾液を採取してください。
7. 唾液は採取してすぐに使用してください。

【取り扱い上の注意】
1. 本品は冷凍で保存してください。
2. 発色部を舐めたり、 手で触れたりしないでください。
3. 開封後は早めに使用ください。

【貯法】
冷凍保存 ( 有効期間 1 年 )
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発色部

紙コップ等に唾液を約 0.5 ml
以上採取します。

すぐに使用する量のみ取り出し、
袋のチャックを閉じます。

閉じた状態の試験紙を開き、
発色部を出します。

▲▲ ▲

発色部を唾液に浸してすぐに
60 秒間の測定を開始します。

正確に 60 秒間待ちます。 60 秒後の発色部の色調を
比色表と比較します。


